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医薬品バーコードの利用

• 注射薬の払い出し

• 注射薬の調製

• 内服薬の払い出し

• 特定生物由来製品

調剤包装単位

• 在庫管理

• 受発注管理

• 棚卸

販売包装単位



医療機関内の医薬品物流

•医師からの処方オーダと医薬品を紐づけ

•使用薬品を確定

•当院での利用事例

• 注射薬払い出し、混合

• 注射薬返品処理

• 内服薬の払い出し

• 散薬・水薬の混合鑑査



当院での医薬品バーコー
ドの利用事例



注射薬調剤時の利用



当院の事例（注射薬返品システム）

•ランダムに置かれた薬品を１つづつ

ピックアップ

•医薬品バーコードのより薬品を分

別管理

•ロット、有効期限も確認

•薬品払い出し時には、本システム

内の医薬品より払い出し



散薬鑑査システム
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散薬・水薬鑑査システム

GS1DataBarを利用
処方内容とのチェックを行い調剤間違いを未然に防ぐ



処方情報

電子カルテシステム

①医薬品のチェック
②在庫数の確認
③出納簿の作成

オーダ内容呼び出し

薬剤部門システム 携帯情報端末

内服薬でのバーコードの利用



内服薬での医薬品バーコードの利用



医薬品バーコードの利用
における課題



実際の表示

１シートに１つ表示
（１つ以上あっても構わない）
１シートに１つ表示
（１つ以上あっても構わない）

1箱100錠入りも1000錠入りも1シートの錠数が同じで
あれば同じバーコード

1シート10錠と1シート14錠で
はコードが異なる
1シート10錠と1シート14錠で
はコードが異なる



医薬品バーコードの利用における課題

100錠、140錠等の払い出し数の多い医薬品は、
安定性を考慮してピロー包装のまま払い出し。
アルミ材質のピロー包装では、シート上のバー
コードが使⽤できない。



ピロー包装への医薬品バーコー
ド表示の現状

（361品⽬中）
①ピロー包装の有無 ②ピロー包装の材質
（748品⽬中）

その他
52％

（387品⽬）
ピロー包装
48%

(361品⽬）

アルミ
73％

（263品⽬）
透明
27％

（98品⽬）

第27回日本医療薬学会年会
医薬品バーコード利⽤のための提⾔

〜ピロー包装への医薬品バーコード表⽰の現状〜
奈良県⽴医科⼤学附属病院 薬剤部 増井 ⾥紗より



日病薬「病院薬剤部門
の現状調査」より



日病薬「病院薬剤部門の現状調査」とは

• 病院薬剤師業務の現
状及び経年変動を把握

目的

• 本会の会員が所属して
いない施設を含めたす
べての病院

対象

• 毎年６月時点の状況を調査

調査時期

• インターネットおよび郵送
で回答受付

回答方法

• 全73項目、調査用紙とし
て37ページ

調査内容



【医薬品に関するバーコードの利用状況】
（日本病院薬剤師会 病院現状調査より）
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【医薬品に関するバーコードの利用場面】
（日本病院薬剤師会 病院現状調査より）
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【医薬品に関するバーコードの利用場面】
（日本病院薬剤師会 病院現状調査より）
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医薬品流通と情報

製薬企
業

医薬品
卸

医療機
関

患者

製品単位の流通
製品の管理責任は各企業に

バラ単位の流通
製品の管理主体は
医療機関・患者に

箱の開封までは、
製造業者が責任

箱の開封後は、
加工業者が責任



ご清聴、
ありがとうございました。


